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徳
碑
」
同
あ
り
畜

同
害
一
年
ぴ
先
生
年
六
十
歳

一
月
十
日
．
御
講
書
控
セ
命
せ
ら
る
、

五
月
十
一
日
疾
に
逍
ふ
、
七
月
廿
九
H
肺
炎
．
紳
経
衰
弱

及
び
尿
蒋
症
を
併
登
し
危
篤
に
陥
る
、
同
月
一
―

-+H、
特
旨

を
以
て
従
四
位
に
陸
り
動
四
等
に
叙
し
、
瑞
賓
章
を
賜
は

る
、
是
日
歿
す
、
越
わ
て
一
―
-
H
火
化
、
尋
で
八
月
十
H
遺
骨

を
懐
徳
堂
に
祭

b
、
後
大
阪
阿
倍
野
榮
域
に
葬
る
、

本

堂

記

事
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記
念
祭
典
昭
和
一

1

一
年
十
月
六
H
記
念
祭
典
執
行
｀
文
學

博
士
内
藤
虎
次
郎
先
生
の
ぶ
早
學
威
の
史
學
」
マ
J

題
す
る
講
演

ぁ
b
o

放
授
就
任
豫
て
本
堂
放
授
に
大
阪
高
等
學
校
教
授
文
學

士
財
津
愛
象
先
生
セ
迎
ふ
べ
く
交
渉
中
の
マ
J

こ
ろ
、
昭
和
四

年
＿
＿
＿
月
入
H
正
式
に
就
任
の
承
諾
を
得
た
り
。

財
沖
数
授
披
露
宴
四
月
七
H
堂
友
會
員
並
に
聴
講
生
セ

請
待
し
、
財
津
敢
授
披
露
宴
を
北
演
風
月
堂
に
催
す
。

水
曜
講
義
復
活
松
山
放
授
、
租
束
請
師
逝
去
に
よ
b
水

曜
の
講
義
を
中
止
し
た
る
が
、
財
律
放
授
就
任
<
J

同
時
に
大

阪
高
等
學
校
放
授
文
學
博
士
秋
月
胤
眼
先
生
を
請
師
に
聘
し

四
月
十
七
H
の
水
眼
よ
り
左
の
講
義
を
開
始
す
。

大
學
（
秋
月
博
士
）
王
夢
曾
中
國
文
學
史
（
財
津
数
授
）

侍
従
御
差
遣
理
上
陛
下
大
阪
行
幸
に
際
し
、
六
月
四

H

午
後
二
時
四
十
分
畏
く
も
甘
露
寺
侍
従
を
本
堂
に
御
差
逍
相

成
り
．
親
し
く
本
堂
の
事
業
に
つ
き
聴
取
せ
ら
れ
た
り
°
是

の
H
小
倉
理
事
長
、
今
井
、
木
間
瀬
雨
理
事
、
野
々
村
評
議
員
、

岡
野
幹
事
、
財
津
敢
授
、
吉
田
助
敢
授
、
林
請
師
、
堂
友
會
員
、

聴
請
生
等
御
出
迎
へ
申
上
げ
、
小
倉
理
事
長
先
導
休
憩
室
（
南

小
講
堂
）
に
御
案
内
＂
こ
の
時
侍
従
よ
り
小
倉
理
事
長
に
封
し

理
旨
の
偲
逹
あ
り
、
小
倉
理
事
長
謹
ん
で
御
證
言
上
の
後
財

津
数
授
よ
り
本
堂
沿
革
及
び
事
業
の
概
要
を
御
説
朋
申
上
ぐ

そ
れ
よ

b
今
井
理
事
の
先
導
に
て
大
講
堂
に
御
案
内
隙
列
の

山
階
宮
晃
親
王
殿
下
御
下
賜
小
刀
、
白
鹿
洞
褐
示
‘
懐
徳
堂
内

事
記
両
四
外
事
記
、
同
建
立
記

t

草
茅
危
言
壁
書
二
枚
、
竹
山

服
軒
粛
像
に
つ
き
御
説
明
申
上
げ
記
念
撮
影
の
後
三
時
十
分

1
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退
出
せ
ら
れ
た
b
o

財
津
数
授
披
露
宴
六
月
二
十
五
H
京
大
敢
授
を
都
ホ
テ

JV

に
、
同
二
十
八
日
本
堂
役
員
、
職
員
、
各
官
術
長
官
を
大
阪

倶
築
部
に
請
待
し
、
各
々
財
津
敢
授
就
任
紹
介
の
宴
を
催
す
。

佐
々
木
文
學
士
九
月
一

H
、
大
阪
高
等
學
校
放
授
文
學

士
佐
々
木
恒
消
先
生
セ
定
H
講
義
講
師
に
嘱
託
す
、

第
三
期
の
講
義
講
演
昭
和
四
年
第
三
期
の
講
義
講
演
中

新
に
開
講
す
る
も
の
左
の
如
し

定
日
講
義
月
曜
子
思
子
（
吉
田
助
敢
授
）

木
曜
紳
皇
正
統
記
（
佐
々
木
請
師
）

文
科
講
義
金
曜
文
選
抄
（
財
津
敢
授
）

定
期
芦
陽
明
學
講
話
（
靭
認
い
）
文
學
博
士
高
瀬
武
次
郎
先
生

講
演
続
清
マ
J

逍
捻
（
同
）
法
學
博
士
田
島
錦
治
先
生

通
俗
農
業
続
滸
（
同
）
農
學
博
士
橋
本
博
左
衛
門
先
生

請
演
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會

記

事山

本

楢

昭
和
四
年
四
月
七
H
゜
総
會
槌
に
深
切
な
る
理
解
を
有
せ

ら
る
>
理
事
長
小
倉
正
恒
先
生
を
迎
へ
＇
い
ま
又
最
適
任
の

財
津
愛
象
先
生
を
放
授
ご
し
て
仰
ぐ
こ
ゞ
J
>
な
り
長
き
厳
寒

の
後
に
一
腸
末
復
の
春
を
迎
ふ
る
や
う
な
よ
ろ
こ
び
に
欣
び

あ
ひ
つ
＼
午
後
一
一
一
時
會
員
の
過
半
敷
が
懐
徳
堂
に
集
合
し

大
講
堂
で
組
會
を
開
催
し
た
、
跨
頭
理
事
長
の
新
教
授
披
露

あ
り
、
小
沼
幹
事
座
長
こ
し
て
一
同
に
詢
り
、
財
津
先
生
を

本
會
々
長
マ
J

し
て
推
戴
｀
先
生
の
御
承
諾
を
う
け
て
、
そ
の
一

旨
報
告
し
た
、
太
田
酒
井
雨
幹
事
會
計
庶
務
の
報
告
を
な
し

幹
事
改
選
は
決
定
を
會
長
に
お
願
ひ
す
る
こ
マ
J

に
し
ま
し
た

會
員
小
松
君
は
賂
講
の
膿
節
に
就
て
提
議
し
，
小
沼
幹
事
の

こ
れ
に
賛
意
を
表
す
る
の
言
あ

b
て
｀
継
會
を
閉
ぢ
茶
話
會

に
う
つ
る
、
講
義
に
到
す
る
質
問
に
就
て
、
會
員
今
西
君
の

意
見
開
陳
あ
り
、
途
中
一
時
中
止
し
て
記
念
寓
奥
撮
影
、
小

幹

事

信
記




